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Ⅰ . は じめに

新潟大学で は
,
平成1 7( 20 0 5) 年度よ り, 新 し い 英

語教育カリキ ュ ラ ム が実施される ｡ 後述するよ･うに ,

数年後に控える抜本的改革までの ,
い わば

"

リ リ
ー

プ
'

的存在であるが ,
と は い え本学にお ける英語教育の理

念や改革の 方向性と しては ,
同

一

線上 にあるもの と言

えよう｡ 以下にそ の 成立に至る経緯や概要を記録する

ゆえんである｡

Ⅰ . 改革の経緯

平成1 5 年11 月 6 日 に開催 され た第4 0 回教養教育実施

委員会にお い て ,
委員長か ら

,
非常勤講師の削減問題

に関連 して , 平成1 7年度以降の教養教育の実施体制等

に関するワ ー キ ン ググ ル
ー

プを設置した い 旨の 提案が

あり , 審議の 結果 ,
了承 された ｡ そ し て1 1 月21 日 に招

集された当W G の 審議 の 席で , 具体的課題の 1 つ と し

て ｢新潟大学における
"

共通
”

英語教育の在り方と非

常勤講師に依存しな い 実施体制+ が示され
(1)

,
そ れ を

検討するため に ｢分科会 2+ が設置された ｡

そ こ で の 議論の結果, 平成1 6 年 2 月1 2 日開催の第4 3

回教養教育実施委員会にお い て , ｢ 平成1 7 年度以降の

新潟大学英語教育の 在り方と非常勤講師に依存 しな い

実施方法 (骨子案)+ が提示され る ｡ そ の基本的考え

方は
,
｢ 1 . 平 成1 3 年からの 英語改革の 方向を踏襲 し,

新潟大学にお ける英語教育をE S P ( E n gl is h f o r S p e cific

p u r p o s e s) の観点か ら実質化を図る+ , ｢ 2 . 現 在 の教

育資源 (専任教員 ＋可能な非常勤講師) の 制約を踏ま

えた
,
現実的な教育的達成目標を検討できる実施体制

と する+ と いうもの で , 具体策と して は , ｢ 1 . 人文

社会
･

教育科学学系 (人文 ･ 経済 ･ 法 ･ 教育人間科学

部) から
,
各学部 に対して英語教育企画担当の 教員 1

名 を
"

派遣
”

す る+ , ｢ 2 . 平 成1 7年度以降の 英語の授

業開設計画は , 学部が各学部 に派遣された英語教育企

画担当教員と共に企画 ･ 実施する+
,
｢ 3 . 各学部で行

う英語の授業は ,
人文社会

･ 教育科学学系の教員およ

び大学教育開発研究セ ンタ
ー

外国人教員が担当する+ ,

｢ 4 . 不 足分 は非常勤講師を任用する+ と い っ た事柄

が掲げてあ っ た ｡

そ の後
,
英語担当専任教員による対案の提出, 分科

会 2 で の再審議, 各学部に対する説明会お よび意見聴

取を経て
,
6 月24 日 開催 の第4 7 回教養教育実施委員会

にお い て
,
最終 バ ー ジ ョ ン と言う べ き ｢平成1 7 年度以

降の 新潟大学英語教育の 改革案 (改訂版)+ が提示さ

れ る｡ そ して 8 月 6 日開催の大学教育委貞会で ,
全学

教育機構設置準備委貞会の起草 による ｢新潟大学にお

ける英語教育改革の 方針+ が桑認された ｡ すなわち ,

｢ 1 . 本学 の英語教育に つ い て は
,
大学 における英語

教育の具体的到達目標の 再確認, e - L e ar ni n g や 『副専

攻制度j の 活用を含む多様な学習手法の導入, 専任教

員を配置した英語教育セ ンタ
ー (仮称) の 設置を含む

企画実施体制の抜本的刷新など, さまざまな課題があ

り
,
実施年次を含む具体的改革案を策定する必要があ

る ことか ら
,
全学教育機構の企画部門の 中に, 全学的

英語教育改革案を検討する作業委貞会を設置する ｡

〔中略二 2 . 上 記 の 改革案の 実施まで には
,
な お数年の

時間が必要になる こ とから ,
そ の 間の改革の必要性を

満たすもの と して , 平成1 6 年2 月から 6 月まで の 間
,

教養教育実施委員会で検討され てきた 『英語教育改革
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案』 を基礎と した カリキ ュ ラ ム による英語教育を平成

1 7 年度か ら実施する｡+
(2)

本稿 は, 上記方針 2 に お い て言及された ｢ 英語教育

改革案+
,

つ まり｢ 平成1 7 年度以降の新潟大学英語教育
の 改革案 (改訂版)+ の 理念 と方針 ,

お よ び具体的内

容に つ い て紹介するもの で ある ｡

Ⅱ. 理念と方針

本英語教育改革の理念と しては
,

つ ぎの 3 点が明記

され て い る ｡

･ ｢ 目的 ･ 用途に応 じた選択的学習が可能になるよう

な英語の重点的学習体制を整備する+ と いう本学の

中期目標
･

中期計画の達成を目指す ｡

･ 平成1 4 年度 の 英語改革により, 本学 の英語教育は各

学部の 教育目標 に即 して , 各学部が企画立案する こ

とにな っ て い る
(3)
｡ 今回の 改革は, そ の趣 旨を生か

して英語教育の改善をはかるもの で ある ｡ 具体的に

は
,
本学 の英語教育を構成する 2 つ の教育要素で あ

る
"

全学英語教育
''

と
"

学部英語教育 (専門教育を

介 して英語能力を養成する教育)
' '

の うちの ,

"

全学
英語教育

”

の改善策を提言するもの である｡
･ 学部英語教育と全学英語教育の接続の 改善に つ い て

は今後さら に継続的に検討する ｡

そ して これらの 理念に即 して
,
具体的に以下 の 4 つ

の 方針を立てた ｡

1 . 実践力重視のカ リキ ュ ラ ム編成

文部科学省英語教育改革報告 (英語教育改革に関す

る懇談会 , 平成14 年 7 月1 2 日) が唱える ｢仕事で英語
が使える人材の育成+ と い う考え方にも即す べ く

,
敬

育内容を
"

実践英語
”

と
"

学部専門教育 へ 接続する英

語
”

の 2 本立て とする ｡

2 . 学習意欲を引き出す履修 シス テム 習熟度対応

型履修パタ ー ン

必要とされる英語力をすで に備えて い る学生には
,

早期に上位科目の 履修を認め る こ とにより
, 学習意欲

を高め る｡ その ため に
, 現行 の

"

全学生同
一

形態履修
”

の 制度を改め ,

"

積み 上 げ型履修
”

シ ス テ ム を導入す
る ｡ そ の さ い T O E IC な ど の 公 的検定を判定基準に活

用するが , 同時にこれ らの 受験を,
"

学生が自ら の 習

熟度を客観的に把握 し具体的目標を設定する機会
”

,

"

学生が自ら の習熟度と ニ
ー ズ に応 じて早 い 時期から

英語履修計画を組み立てて い くた め の挑戟
”

と位置づ

けさせ
,
さ らなる学習意欲を引き出す｡

3 . 到達目標の明示的な設定

第 1 ･

第 2 セ メ ス タ
ー

段階で の教育内容 ･ 学習内容

の到達目標を明示的に設定する ｡ そ の ため に
,
音声 ･

語桑 ･ 文法 ･ 構文 ･ 情報構造などに関 して
, 習熟す べ

き項目
･ 内容を , 副教材の形で提示する ｡ こ の 副教材

を用 い て , 第 1 ･ 第2 セ メ ス タ ー に は
,
学生が入学時

点で習得 して い る英語知識を体系的に再構成 させ る 一

方, 未習得の 知識の補充 ･ 定着を進めて
,

"

積 み 上 げ型

履修
”

に必要な基礎的英語力の
"

足腰
”

を十分 に鍛え

る｡

4 . 合理的か つ 効率的な実施体制

学士課程教育の 観点から
,
英語教育に つ い て ,

全学

と学部の より緊密な連絡体制を確立する (詳 しくは次項

を参照) ｡

Ⅳ . 具体的内容

1 , 実施体制

平成1 7 年度以降の新潟大学 にお ける英語教育は
,
全

学お よび各学部に設置される 2 種類 の英語教育組織が

企画 ･ 実施する ｡ つ まり
,

"

全学英語教育委員会
”

と各
"

学部英語教育委員会
”

が
, 緊密な連携を保ちなが ら

それ ぞれ の 業務を行う｡ こう した体制をとる こと によ

り
, (1) 2 つ の 実施主体の 役割と責任分担を明確 に し

,

(2) 意思伝達系統の透明化と合理化をはか ることが期

待 され る ｡

全学英語教育委員会と学部英語教育委員会の概要,
お よ び両者の 関係 に つ い て

,
以下に記す｡

A . 全学英語教育委員会
･ 全学教育機構内に, 全学英語教育委員会を設置する ｡
･ 全学英語教育委貞会は

,
以 下 の 教員を コ ア メ ン バ ー

と して構成する ｡

1 ) 委員長 ( 1 名 , 人文社会 ･ 教育科学学系所属英

語担当教員)

2 ) 学系委員 ( 5 名 ,
人文社会

･

教育科学学系所属

英語担当教員)

3 ) セ ン タ ー 委員 ( 1 名,
大数セ ン タ ー

〔大学教育開

発研究セ ン タ ー

の 略
｡
以下 同〕 所属英語担当教員)

･ 全学英語教育委員会は
,
以下 の業務を行う｡

1 ) 全学英語教育の企画 ･ 運営

2 ) 各学部の 英語教育企画の 相談窓口

3 ) 英語教育 に関わる F D の 企画 ･

実施

4 ) 全学任用非常勤教員担当授業の 品質管理

5 ) 学生による授業評価の フ ィ ー

ド バ ッ ク

B . 全 学英語教育委員会と学部との関係
･ 全学英語教育委員会は , 各学部に対 して以下の協力

を行う｡

1 ) 各学部英語教育委員会 によ る英語教育企画の 支

援 ( モ デ ル提供等)
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2 ) 英語教育の実施 ･

運営に関するノウ ハ ウ の提示

( マ ニ ュ ア ル 提供等)
･ 全学英語教育委員会は ,

適宜
, 各学部英語教育委員

会との合同会議を開催する｡

C . 学部英語教育委員会
･ 各学部内に, 自学部専任教員からなる英語教育委員

会を設置する｡
･ 各学部英語教育委貞会は

,
学部ごと の英語教育目標

に基づく, 当該学部の 学士課程全体における英語教

育を企画する｡
･ 各学部英語教育委員会は, 学内T O EI C の 実施 ･ 運営

を補佐する｡

･ 各学部英語教育委員会は ,
必要に応 じ

,
自ら の権限

と責任 の もとで , 学部英語教育を企画 ･

実施する ｡

2 . 到達目標 (副教材)

音声 ･ 語桑 ･ 文法 ･ 構文 ･ 情報構造などに関 して
,

習熟す べ き項目 ･ 内容を ,
副教材の形で提示 し

,
量的

か つ 質的に
"

授業内容の 品質保証
”

をはかる｡

副教材の内容は ,
以下 の とおりで ある ｡

1

2

3

4

5

英語 の音声に つ い て

基本文法

イディ オ ム 表現に つ い て

新潟大学英語基本語嚢

T O E IC に つ い て

副教材 に示され る内容を定着させ るた め に, ｢ 共通

英語+ , ｢基礎英語+ (後述) で は, 習得済み の英語知識

を再構成 させ , 未習得の 知識を補充 し,
"

積 み 上 げ型

履修
”

に必要な基礎的英語力を獲得させ る｡

な お副教材は
,
各学部か らの意向も取り入れながら

,

随時改訂を行う｡

3 . 全学英語教育科目

全学英語教育科目は , おもに ｢ 共通英語+ , ｢ 基礎英

請+ , ｢発展英語+ , ｢ 応用英語+ の 4 種類か らなる
(4)

｡

以下 , 各科目の概要を説明する ｡

A . 共 通英語(必修) : 週 1 固持業 ･ 1 単位(定員4 0 人)

英語を選択 した学生は , 原則と して全員が第1 セメ

ス タ ー に こ の授業を履修する こと にな っ て い る｡ 学部

別に開講 される授業で ,
原則的に入試成績等

(5)
に基

づ い た習熟度別ク ラス 編成を行う｡ 主と して読解力の

養成を中心とした授業を実施する が
,
リ ス ニ ン グ教材

を併用する こ と で , 第1 セ メ ス タ ー 末に受験する

T O E IC の準備も兼ねる内容とな っ て い る｡

なお
,
こ の授業の 単位を落 と して も

,
第 2 セ メ ス

タ ー

の ｢ 基礎英語+ を受講する ことができる｡

B . 基礎英語(必修) : 週l 固持業 ･ 1 単位(定員4 0 人)

7 月 中旬 に学内で実施するT O EI C の 受験結果
,
ち

しくは第1 セ メ ス タ
ー

の 間に受験 した公的検定の受験

結果が
,

一 定の 基準 ( T O E IC ならば4 70 点以上) に達

しなか っ た学生が , 第2 セ メ ス タ ー に
,
上記公的検定

の成績を基準に した , 学部 ごと の 習熟度別ク ラス で履

修する科目｡ ｢ 共通英語+ と 同様, 主 と して読解力の

養成を中心と した授業を行 い ,
基礎的な英語力の 定着

を目指す｡

なお
,
｢基礎英語+ の 単位を取得して い る ことが｢ 発

展英語+ の 受講要件となる ｡

C . 発 展英語(必修) : 週 l 固持業 ･ 2 単位( 定員2 0人)

｢ 基礎英語+ の単位を取得 し終えた学生を対象に,

原則と して学部別に開講され , 実践的な英語力の向上

を狙 い とする ｡ 内容は ｢ R W + ( R e a din g n W ri tin g) , ｢ L S+

(L ist e n in g/S p e aki n g) , ｢検定英語+ の 3 種類 と し, 原

則と して ｢ R W + と ｢ 検定英語+ は 日本人教員が
,
｢ L

S + は外国人教員が担当する｡

D . 応用英語(必修) : 週l 回授業 ･ 2 単位(定員1 5 人)

｢共通英語+ , ｢基礎英語+ , ｢ 発展英語+ の 4 単位を

取得済みで あり , か つ T O E IC で73 0 点 ( ある い は英検

準 1 級) 以上を取得 した者の みが受講で きる上級クラ

ス ｡ より少人数の理想的なクラ ス規模 によ っ て , 英語

の 応用力養成を図るため の 科目である｡

4 . 履修シス テム

全学英語教育科目の 標準的履修パ タ ー ン は
,
本稿末

尾に付した図の とおりだが , 眼目は, 学生 の 学習意欲

を引き出すた め の
,
T O E I C 等の公的検定を利用 した

,

上位科目早期履修制度の導入にある｡ つ まり,

1 ) 7 月中旬 に学内で 実施す るT O E IC の 受験結果 ,

も しくは第 1 セ メ ス タ
ー

の 間に受験 した公的検定の

受験結果が
,

一 定 の 基 準 ( T O E IC なら ば4 70 点以

上) に達 した者 には , (1)｢ 基礎英語+ 1 単位を認定

し
, (2) 第 2 セ メ ス タ ー か ら の ｢ 発展英語+ の履修

を認め る｡

2 ) 上 記 の 受験 結 果 に お い て ,
よ り 高 い 基 準

( T O E IC な らば7 30 点以上) に達 した者 に は ,
さら

に (1) ｢ 発展英語+ 2 単位を認定し, (2) 第2 セ メ

ス タ ー か ら の ｢ 応用英語+ の 履修を認め る｡

逆 に
,
上記 の 受験結果により, 接続され る英語教育

科 目 汀発展英語+
,
｢ 応用英語+ な ど) の た め の 基礎

学力が不十分であると判定された学生に対 しては
,
よ

り教育効果の 高 い 環境の もとで , 基礎学力の定着 ･ 強

化をはか る｡ つ まり
,

1 ) 上記の 受験結果をもとに した習熟度別クラ ス を編
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成し
,
より実効性の高 い教育環境の もとで ｢基礎英

語+ を受講させ る｡

2 ) ｢ 基礎英語+ 単位取得者に は, 第3 セ メ ス タ ー で

の ｢発展英語+ の 履修を認め る｡

Ⅴ. おわりに

以上
, 平成1 7 年度から実施される

,
新潟大学全学英

語教育カリキ ュ ラ ム の理念と方針
,
お よび具体的な内

容を説明してきた｡ 冒頭 にも述べ たように , 数年後に

予定されて い る抜本的改革まで の経過措置ではあるが
,

理念的にそれ に直接つ ながるもの と して
,
わ れ われ全

学英語教育委員会と しては
,
決 してお ざなりに考えて

は い な い ｡ 学内外か ら広く
,
建設的なご意見を賜わり

たく
,
心からお願 い 申し上げる次第である｡

(文責 : 平野幸彦)

注

* 今年度の 全学英語教育委員会の メ ン バ ー は 以下 の と

おり :

恩田公夫 (経済学部) 委員長

金山亮太 (人文学部)

平野幸彦 (人文学部)

辻照彦 ( 経済学部)

岡村仁
一

( 教育人間科学部)

本間伸輔 ( 教育人間科学部)

カ ル メ ン ･ ハ ン ナ (大学教育開発研究セ ンタ ー )

(1) 当日 の メ モ には つ ぎの ようにある ( 一

部抜粋) ｡

○具体的な検討課題

2
. 新潟大学にお ける

"

共通
”

英語教育の在り方と

非常勤講師に依存しな い 実施体制

･ 全学共通教育で行う英語と学部の教育目標と して

の 英語の 区分の 明確化
･ 新潟大学卒業生と して の 共通最低水準の 確保を全

学教育で行う
･ 英語検定試験の 活用と大数セ ン タ ー

英語教員を中

心 と したN ativ e S p e ak e r に よ る授業を 2 本柱と し

た教育体制の検討
･ 従来型英語教育を初修外国語と ともに展開科目に

位置付 ける

(2) ただし本改革案の実施に際 して は ,
つ ぎの よう

な付帯条件が課され た｡ ｢(1) 各学部の 卒業要件の

変更は可能な限り避けるこ と , (2) J A B E E な ど の認

定要件を欠くことがな い ような配慮を行うことなど,

学部と十分協議 して具体的実施計画案を作成するこ

ととする ｡+

(3)｢ 外国語教育改善特別検討委貞会中間報告 一 新潟大

学にお ける英語教育の改善の ために - +『大学教育研

究年報』 第 6 号, 平成13 年 3 月 ,
9 9 - 11 3 頁 ( とり

わけ1 0 5 - 1 0 6 頁を参照)

(4) そ の 他に ｢理工英語読解+ (理学部 ･ 工学部向け) ,

｢ 入門医療英語+
,
｢ 医療英語+( 医学部保健学科向け)

と い っ た科目が存在するが ,
こ こ では説明を省略す

る ｡

(5) ｢ 入試成績等+ とは , 大学入試セ ンタ ー

試験成績,

個別試験成績
,
調査書の評点等を指す｡

謝辞

本改革案の 策定にあた っ て は
,
漬口哲先生 ( 大学教

育開発研 究セ ンタ ー 長) , 秋孝遣先生 , 北野圭介先生

( ともに人文学部) , 佐藤明裕氏 (学務部教務課教養教

育第 一

係長) ほか
,
多くの 方々 の ご助力を賜わ っ た ｡

記 して 感謝 い た します ｡
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